






























































































【社会】①あらゆる子どもや若者の健康・学びを支
援し、レジリエンスを高める
②区のイメージを改善させ、将来世代が「誇れる」
まちを創る
【経済】①事業者の経営能力と意欲の底上げ
②意欲的な事業者の発掘・育成し、区内産業の成
長を促す
【環境】①子どもたちを中心とした環境学習の充実
②カーボンニュートラルの実現に向けたCO₂削減
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①足立区基本計画
②足立区人口ビジョン・第二期総合戦略
③第２期足立区子どもの貧困対策実施計画
④第三次足立区緑の基本計画
⑤第三次足立区環境基本計画
⑥健康あだち２１（第二次）行動計画

区の持続可能性と発展を妨げる「２つの大きな壁」である「貧困の連鎖」と
「区外からのマイナスイメージ」の克服に官民を挙げて取り組んでいる。

誰もが一歩踏み出せるレジリエンスの高いまち
～ボトルネック的課題を解消し、その先の挑戦へ～

【社会】子どもと若者が「夢」や「希望」をもって挑戦できるまち
【経済】新しいチャレンジを通して、成長できるまち
【環境】オール足立で脱炭素社会の実現に向けて挑戦するまち

①当区の「子どもの貧困対策」は「子どもの健
康・生活実態調査」の結果に基づき、行政・
地域・様々な機関が連携して、子どもを取り
巻く家庭環境や生活習慣を変えていくことに
よって「早期の予防」を行うことが特徴であり、
同様の課題に取り組む全国の自治体の参
考になると考える。

②区外からの評価を高める取組は、事実に基
づかないマイナスイメージの払拭に取り組む
自治体への横展開が期待できる。
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地域の実態
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2030年のあるべき姿

【社会】キャリア形成意欲の高揚、区外イメージの向上
【経済】区内事業者の「底上げ」と「突き抜け」による区内産業の持続的発展
【環境】再生可能エネルギーの導入・利用拡大と行動変容の促進

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的な
ゴール・ターゲット

①区の広報媒体での情報発信のほか、民間企業
等も参加する体験型イベントを活用した訴求力
の高い啓発活動を行う。

②小中学校の総合学習の時間で出前講座やデ
ジタル教材を活用した授業を行う。

③友好都市との自然環境をテーマにした交流を
継続するとともに、相互に情報発信できるしくみ
を構築する。

④職員研修を充実させる。

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映
①当区では、地域課題の解決に向けて、様々
な主体と「協働・協創」し、多くの成果をあげ
てきた。これらのノウハウと実績を土台に、
新たなステークホルダーとの連携を進める。
②「地方創生SDGs官民連携プラットフォーム」
を活用し、広範なステークホルダーとのパー
トナーシップを深めていく。

①2021年度から、SDGsの積極的な推進を図り、
SDGsに関する協議及び決定を行う機関として、
区長を本部長とする「足立区SDGs推進本部」を
設置した。
② 2022年度から、 SDGsに関する事業の進捗管
理や全庁横断的な調整を行う専管組織として
「SDGs未来都市推進担当課長」を新設する。

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

①SDGsの普及啓発及び達成に向けて取組む事業者や団体、個人を「あだちSDGsパートナー」として登録する制度の構築。
②事業者等のＳＤＧｓの取組を見える化し、評価した上で融資優遇等が受けられる「あだちSDGs認定企業」制度の構築。

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2022年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）
提案全体のタイトル： 多様なステークホルダーと挑む

「貧困の連鎖」解消に向けた都市型モデルの構築
提案者名： 東京都足立区

全体計画の概要：「次代の担い手となる子どもや若者が、生まれ育った環境に左右されることなく自分を信じて前向きに挑戦しているまち」、「あらゆる世代の住
民や事業者も、何事にも意欲的にチャレンジできるまち」を実現することで、レジリエンスと挑戦する意欲、経済的な自立力を高め、貧困や格
差の連鎖を断つ持続可能な自治体の都市型モデルを構築する。
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